
安
城
文
化
協
会
が
、
郷
土
の
文

化
を
高
め
た
人
や
、
優
れ
た
創
作

活
動
を
し
た
人
た
ち
に
贈
る
文
化

功
労
賞
な
ど
の
受
賞
者
が
決
ま
り

ま
し
た
。

表
彰
式
は
、

月
３
日
抄
に
文

１１

化
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。

な
お
、
安
城
文
化
賞
、
文
化
協

会
賞
（
団
体
）の
該
当
者
は
あ
り
ま

せ
ん
。

〈
敬
称
略
〉

■
文
化
功
労
賞

井
上
俊
一〈
会
運
営
／
御
幸
本

と
し
か
ず

町
／

歳
〉

６９
昭
和

年

月
に
俳
句
俳
画
の

５５

１１

会「
華
旺
会
」を
創
立
。
平
成
元
年

か
ら
文
化
協
会
総
務
委
員
長
、
平

成
８
年
か
ら
会
計
代
行
・
会
計
、

平
成

年
か
ら
理
事
、
平
成

年

１０

１９

４
月
か
ら
副
会
長
。
平
成

年
１０

１０

月
に
第
１
句
集「
銀
杏
」、平
成
２０

年

月
に
第
２
句
集「
銀
杏
第
２

１０
集
」を
発
行
。

協
会
創
立

・

・

周
年
記

５０

５５

６０

城
西
中
）、下
出
花
蓮（
同
）、渡
辺

し
も
い
で

か

れ
ん

翔（
同

し
ょ
う

）、齋
藤
沙
耶（
同
）、
井
智

さ

や

ち

晴（
同
）、巖
谷

は
る

い
わ
や

亮り
ょ
う

汰（
桜
井
中
）、浅

た

川
泰
樹（
同
）、稲
垣
幸
加（
東
山

た
い

き

さ
ち

か

中
）、小
林
万
里
奈（
安
祥
中
）、岩

ま

り

な

瀬
明
穂（
同
）、三
澤
友
香（
同
）、木

あ
き
ほ

と
も
か

き

舩
光
葉（
篠
目
中
）

ぶ
ね
み
つ
は

也（
安
城
西
中
）、浅
井
瑞
希（
安
祥

や

み
ず
き

中
）

■
入
選（

点
）

１７

福
住
真
弥（
安
城
南
中
）、清
原
朋

し
ん

や

と
も

果（
同
）、小
林
真
実（
安
城
北
中
）、

か

ま

み

寺
田
結
花（
同
）、松
永

ゆ
い
か

凌（
同
）、野

り
ょ
う

間
望
未（
安
城
西
中
）、稲
垣
映
奈

の
ぞ

み

え

な

（
桜
井
中
）、長
田
真
奈（
同
）、濱
田

お
さ
だ

ま

な

尚
澄（
同
）、石
川
真
衣（
同
）、酒
井

な
お
と

ま

い

優
佳（
同
）、小
野
千
聡（
同
）、長
谷

ゆ

か

ち
さ
と

部
愛（
同
）、近
藤
梨
紗（
東
山
中
）、

あ
い

り

さ

冨
田
侑
里（
安

ゆ

り

祥
中
）、市
川
果か

歩（
同
）、後
藤

ほ円
香（
篠
目
中
）

ま
ど
か

■
佳
作（

点
）

２０

河
村
知
美（
安

と
も

み

城
南
中
）、藤
尾

光
瑠（
安
城
北

ひ
か

る

中
）、山
本
陽
多

よ
う
た

（
同
）、酒
井
菜な

衣（
同
）、岩
月

え涼り
ょ
う

奈（
同
）、神

な

谷
早
衣
子（
明

さ

い

こ

祥
中
）、伊
藤
光こ

う

希（
同
）、武
藤

き菜
瑠
美（
同
）、

な

る

み

加
藤
千
捺（
安

ち

な
つ

中
学
１
年
生
を
対
象
に
募
集
し
、

１
６
２
２
点
の
応
募
作
品
が
あ
り

ま
し
た
。

入
賞
作
品
は
、

月
６
日
晶
か

１１

ら
、
各
地
区
公
民
館
で
１
週
間
ず

つ
展
示
し
ま
す
（
下
表
参
照
）。
ま

た
、
特
選
の
３
点
は
、
県
選
挙
管

理
委
員
会
の
審
査
に
応
募
し
ま
す
。

入
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
。

〈
敬
称
略
〉

■
特
選（
３
点
）

金
田
千
咲（
安
城
北
中
）、廣
瀬
大

ち

さ
き

ひ
ろ金田千咲さんの作品廣瀬大也さんの作品浅井瑞希さんの作品
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念
誌
の
編
集
委
員
・
編
集
長
と
し

て
安
城
短
詩
文
学
を
ま
と
め
、
ま

た
、
文
学
の
散
歩
道
句
碑
建
立
の

際
、
副
委
員
長
を
務
め
る
な
ど
、

協
会
の
円
滑
な
運
営
や
広
く
市
民

文
化
と
地
域
文
化
の
振
興
に
果
た

し
た
功
績
は
顕
著
で
あ
る
。

■
文
化
協
会
賞（
個
人
）

内
藤
 華
  岳
 

か
 
が
く（
 禎
  二
 ）〈
水
墨
画
／
柿

よ
し
 
じ

 
町
／
　
歳
〉

６８

笠
原
 喜
  美
  江
 〈書
／
榎
前
町
／
　

き
 
み
 
え

７２

歳
〉

■
文
化
奨
励
賞

亀
井
 　
  三
 〈日
本
画
／
宇
頭
茶
屋

け
ん
 ぞ
う

町
／
　
歳
〉

７０

石
川
 美
  佐
  枝
 〈洋
画
／
高
棚
町
／

み
 
さ
 
え

　
歳
〉

６５杉
浦
 祥
 
し
ょ
う

 月
 
げ
つ（
 智
  恵
  子
 ）〈
書
／
小
堤

ち
 
え
 
こ

町
／
　
歳
〉

７６

石
原
 豊
  麗
  明
 

ほ
う
 れ
い
 あ
き（
 明
  子
 ）〈
民
踊
／
西

あ
き
 
こ

尾
市
／
　
歳
〉

６７

■
文
化
振
興
賞

新
美
 桜
  岳
 

お
う
 が
く（
 輝
  重
 ）〈
詩
吟
／
桜
井

て
る
 し
げ

町
／
　
歳
〉

７３

内容（対象中学校）ところと　　き
安城北・東山・篠目北部公民館１１月６日晶

　～１２日昭 明祥・安城西・桜井桜井公民館
安城北・東山・篠目作野公民館

１１月１３日晶
　～１９日昭

安城南・安祥安祥公民館
明祥・安城西・桜井西部公民館
安城北・東山・篠目中部公民館

１１月２０日晶
　～２６日昭

安城南・安祥昭林公民館
明祥・安城西・桜井南部公民館

安城南・安祥東部公民館１１月２７日晶～
１２月３日昭 明祥・安城西・桜井二本木公民館

市内全中学校文化センター１２月４日晶
　～１０日昭

■問
▼
行
政
課

（
緯〈
　
〉２
２
０
８
）

７１

■問
▼
市
民
会
館

（
緯〈
　
〉１
１
５
１
）

７５

文
化
功
労
賞
ほ
か
各
賞
を
決
定

明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
入
賞
作
品
を
決
定

※１１月９日捷・１６日捷・２４日昇・３０日捷、１２月７日捷は休館。
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ど
、
女
性
の
人
権
問
題
に
つ
い
て

相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
内
容
の

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

●
と
き
　
　
月
　
日
掌
～
　
日
松

１１

１５

２１

の
捷
～
晶
糸
午
前
８
時
　
分
～
午

３０

後
７
時
、
松
掌
糸
午
前
　
時
～
午

１０

後
５
時

●
内
容
　

相
談
受
け
付
け
糸
女
性

の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン（
緯
０
５

７
０〈
　
〉　
）

０７０
８１０

●
問
い
合
わ
せ
　
名
古
屋
法
務
局

人
権
擁
護
部（
緯
　〈
　
〉８
１
１

０５２
９５２

１
）、市
民
課（
緯〈
　
〉２
２
２
２
）

７１

★
　
月
は
児
童
虐
待
防
止

１１
推
進
月
間
 

　
子
育
て
に
悩
ん
で
い
る
、
自
分

が
虐
待
し
そ
う
、
そ
ん
な
時
は
ひ

と
り
で
悩
ま
ず
、
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
近
く
で
虐
待
を
発

見
し
た
ら
、
迷
わ
ず
通
報
し
て
く

だ
さ
い
。

標
語
糸
守
ろ
う
よ
　
未
来
を
見
つ

め
る
　
小
さ
な
ひ
と
み

●
相
談（
通
報
）先
　
県
刈
谷
児
童

相
談
セ
ン
タ
ー（
緯〈
　
〉７
１
１

２２

１
）、社
会
福
祉
課（
緯〈
　
〉２
２

７１

２
４
）

　
身
近
な
異
性
と
の
関
係
を

見
つ
め
、
男
女
共
同
参
画
を

考
え
ま
す
。

●
と
き
／
内
容
　
　

月
５
日

１２

松
午
前
９
時
　

分
～
正
午
▼

３０

講
義
糸
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
関

係
を
通
し
て
、
実
習
糸
手
軽

な
一
品
料
理
　

来
年
１
月
　２３

日
松
午
前
９
時
　

分
～
正
午

３０

▼
ビ
デ
オ
糸
地
域
の
活
動
に

デ
ビ
ュ
ー
し
て
、
実
習
糸
家

庭
科
を
と
お
し
て
ジ
ェ
ン
ダ

ー
教
育
　

来
年
３
月
　

日
松

１３

午
後
１
時
　

分
▼
公
開
講
座

３０

糸
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
つ

い
て（
予
定
）

●
と
こ
ろ
　
文
化
セ
ン
タ
ー

●
対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
人

●
定
員
　
　
人（
先
着
順
）

３０

●
受
講
料
　
　
円（
料
理
代
）

５００

●
そ
の
他
　
託
児
あ
り（
１

人
　
円
、
事
前
申
し
込
み
）

３００
●
申
し
込
み
　
　
月
５
日
昭

１１

～
　
日
晶
午
前
８
時
　
分
～

１３

３０

午
後
５
時
　
分（
松
掌
を
除

１５

く
）に
市
民
活
動
課（
緯〈
　
〉
７１

２
２
１
８
）へ

参加費定員対象開始時間回数曜日とき教室名

２２００円１００人小学４～６年生午前９時３０分１０土

来年
１～３月

陸上

２８００円
７５人小学４～６年生

午後６時
１０水バスケットボール

３０人小学４～
中学３年生

１０木バレーボール

２７００円３５人午後３時・５時９土

バドミントン
３３００円各

４０人
高校生以上午後７時１０火

女性午前１０時１０水

★
　
月
　
日
昭
～
　
日
昌

１１

１２

２５

は「
女
性
に
対
す
る
暴
力

を
な
く
す
運
動
」期
間

　
配
偶
者
や
恋
人
な
ど
親
密
な
関

係
に
あ
る
相
手
か
ら
の
暴
力
（
ド

メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス

＝
Ｄ
Ｖ
）、性
犯
罪
、
売
買
春
、
人

身
取
引
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
（
セ
ク
ハ
ラ
）、ス
ト
ー

カ
ー
行
為
な
ど
、
女
性
に
対
す
る

暴
力
は
深
刻
な
問
題
で
す
。
ひ
と

り
で
悩
ま
な
い
で
、
ま
ず
家
族
や

友
人
な
ど
に
勇
気
を
出
し
て
相
談

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ
　
市
民
活
動
課

（
緯〈
　
〉２
２
１
８
）

７１

■
女
性
悩
み
ご
と
相
談

●
と
き
　
毎
月
第
２
・
４
昌
午
前

　
時
～
午
後
４
時

１０●
問
い
合
わ
せ
　
市
民
課（
緯

〈
　
〉２
２
２
２
）

７１★
全
国
一
斉「
女
性
の
人

権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」強
化

週
間
 

　
夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、

セ
ク
ハ
ラ
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な

●
教
室
名
／
と
き
／
定
員
／
参
加

費
　
下
表
の
と
お
り

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
せ
ん
。

※
１
人
　
円
の
ス
ポ
ー
ツ
保
険
代

６００

が
別
途
必
要
。
た
だ
し
、
１
期
・

２
期
か
ら
継
続
す
る
中
学
生
以

下
は
、
保
険
料
負
担
な
し
。

●
対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
人

●
申
し
込
み
　
　
月
　
日
掌
～
　

１１

１５

２７

日
晶
午
前
９
時
～
午
後
５
時（
捷

を
除
く
）に
持
参
・
郵
送
で
市
体

育
館（
〒
　

倆
０
０
６
１
新
田
町

４４６

新
定
山
　

倆
８
）へ

４１

※
郵
送
の
場
合
は
　
月
　
日
晶

１１

２７

（
当
日
消
印
有
効
）ま
で
に
、
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
教
室

名
を
記
入
し
た
も
の
と
、
切
手

を
は
っ
た
返
信
用
封
筒
を
同
封

し
同
館
へ
。

●
そ
の
他
　
定
員
に
達
し
な
い
教

室
は
、
　
月
４
日
晶
～
　
日
抄
午

１２

２３

前
９
時
～
午
後
５
時（
捷
を
除
く
）

に
再
受
け
付
け
し
ま
す
。

　
な
お
、
体
育
館
改
修
工
事
の
た

め
、
体
育
館
ス
ポ
ー
ツ
ス
ク
ー
ル

（
第
３
期
）は
開
催
し
ま
せ
ん
。

■問 
▼
市
体
育
館

（
緯〈
　
〉５
１
８
２
）

７５

や
め
よ
う
！

女
性
へ
の
暴
力
・
児
童
虐
待

体
育
協
会
ス
ポ
ー
ツ
教
室（
第
３
期
）



　
民
有
地
の
緑
化
お
よ
び
市
民
参

加
で
実
施
す
る
緑
化
活
動
の
経
費

に
対
す
る
補
助
金
申
請
を
受
け
付

け
ま
す
。

●
申
し
込
み
　
　
月
２
日
捷
か
ら

１１

（
松
掌
抄
、
年
末
年
始
を
除
く
）の

午
前
８
時
　
分
～
午
後
５
時
　
分

３０

１５

に
申
請
書
と
必
要
書
類
を
持
っ
て

公
園
緑
地
課
へ

※
申
請
書
・
要
綱
は
同
課
・
市
公

式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
配
布
。

■
緑
の
街
並
み
推
進
事
業

　
市
内
の
市
街
化
区
域
・
市
街
化

調
整
区
域
内
の
既
存
集
落
で
、
民

有
地
の
建
物
・
敷
地
の
緑
化
を
進

め
る
事
業
で
、
緑
化
施
設
評
価
認

定
表
に
よ
る
基
準
を
満
た
す
も
の
。

暫
緑
化
面
積
　
㎡
以
上

１００

暫
生
垣
の
場
合
、
延
長
　

杓
以
上

５０

●
対
象
経
費
　
屋
上
・
壁
面
・
空

地
・
駐
車
場
の
緑
化
工
事
費
用
の

う
ち
、
植
栽
・
植
栽
基
盤
・
か
ん

水
施
設
・
園
路
整
備
に
係
る
費
用

お
よ
び
生
垣
設
置
に
係
る
工
事
費

用
。
た
だ
し
、
植
栽
は
、
植
栽
し

た
固
体
の
生
育
期
間
が
２
年
を
見

込
め
な
い
も
の
を
除
く
。

●
交
付
額
　
対
象
経
費
の
２
分
の

１（
上
限
　
万
円
）で
、
次
の
条
件

５００

の
範
囲
内
。
た
だ
し
、
交
付
額
が

　
万
円
未
満
の
場
合
は
交
付
し
ま

１０せ
ん
。

①
屋
上
緑
化
・
壁
面
緑
化
・
空
地

緑
化
糸
緑
化
面
積（
㎡
）×
３
万

円
②
駐
車
場
緑
化
糸
緑
化
面
積（
㎡
）

×
２
万
円

③
生
垣
設
置
糸
生
垣
の
延
長（
ｍ
）

×
５
０
０
０
円

■
市
民
参
加
緑
づ
く
り
事
業

　
市
民
団
体
な
ど
が
、
市
内
の
公

有
地
で
、
市
民
参
加
の
樹
林
地
整

備
・
植
栽
・
ビ
オ
ト
ー
プ
な
ど
緑

づ
く
り
活
動
を
実
施
す
る
事
業
。

※
参
加
者
が
延
べ
　
人
以
上
に
限

１００

り
ま
す
。

●
対
象
経
費
　
工
事
費
・
役
務
費
・

委
託
料
・
報
償
費
・
旅
費
・
使
用

料
・
需
用
費
な
ど
。
食
糧
費
・
交

際
費
・
接
待
費
・
団
体
運
営
費
・

そ
の
他
市
長
が
必
要
な
い
と
認
め

る
経
費
を
除
く
。

●
交
付
額
　
上
限
　
万
円
。
た
だ

３００

し
、
交
付
額
が
　
万
円
未
満
の
場

１０

合
は
交
付
し
ま
せ
ん
。

◎
市
職
員（
任
期
付
き
職
員
）

●
試
験
日
　
　
月
　
日
昭（
面
接
・

１２

１０

作
文
）

●
申
し
込
み
　
　
月
４
日
昌
～
　

１１

１１

日
昌（
松
掌
を
除
く
）午
前
９
時
～

午
後
５
時
に
受
験
申
込
書
を
持
っ

て
人
事
課（
緯〈
　
〉２
２
０
３
）へ

７１

※
試
験
実
施
要
綱
や
受
験
申
込
書

は
、
同
課
で
配
布
。

※
採
用
期
間
は
、
１
年
ご
と
に
更

新
し
最
長
３
年
。

■
事
務
職

●
採
用
予
定
人
数
　
２
人
程
度

●
受
験
資
格
　
昭
和
　
年
４
月
２

３４

日
～
　
年
４
月
１
日
生
ま
れ
で
、

５０

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作（
文
書
作

成
や
表
計
算
処
理
な
ど
）が
で
き

る
人

■
保
育
士
・
教
諭
職
 

●
採
用
予
定
人
数
　
９
人
程
度

●
受
験
資
格
　
昭
和
　
年
４
月
２

３４

日
～
　
年
４
月
１
日
生
ま
れ
で
、

５０

保
育
士
資
格
と
幼
稚
園
教
諭
免
許

の
両
方
を
持
ち
、
実
務
経
験
が
あ

る
人

◎
施
設
管
理
協
会
職
員
 

●
申
し
込
み
　
　
月
４
日
昌
～
　

１１

１１

日
昌（
松
掌
を
除
く
）午
前
９
時
～

午
後
５
時
に
受
験
申
込
書
を
持
っ

て
施
設
管
理
協
会（
緯〈
　
〉２
３

７５

２
２
）へ

※
試
験
実
施
要
綱
や
受
験
申
込
書

は
、
同
協
会
で
配
布
。

※
期
限
付
き
職
員
の
採
用
期
間
は
、

１
年
ご
と
に
更
新
し
最
長
３
年
。

■
給
食
調
理
職
員

●
採
用
予
定
人
数
　
５
人
程
度

●
受
験
資
格
　
昭
和
　
年
４
月
２

４０

日
～
　
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

５５

●
試
験
日
　
　
月
　
日
捷（
第
１

１１

１６

次
試
験
／
筆
記
）、　
月
　
日
昭

１２

１０

（
第
２
次
試
験
／
面
接
）

■
公
園
作
業
職
員（
期
限
付
き
）

●
採
用
予
定
人
数
　
１
人
程
度

●
受
験
資
格
　
昭
和
　
年
４
月
２

２２

日
～
　
年
４
月
１
日
生
ま
れ
で
、

２９

普
通
自
動
車
免
許（
Ａ
Ｔ
車
限
定

は
不
可
）を
持
つ
人

●
試
験
日
　
　
月
　
日
昭（
面
接
）

１２

１０

広報あんじょう　2009.11.1 芽

■問
▼
公
園
緑
地
課

（
緯〈
　
〉２
２
４
４
）

７１

都
市
緑
化
推
進
事
業

補
助
金
申
請
を
受
け
付
け

来
年
４
月
１
日
採
用
予
定

市
・
施
設
管
理
協
会
職
員
を
募
集

●
と
き
／
内
容
　
　

月
　

日

１１

２８

松
午
前
　

時
～
正
午
・
午
後

１０

１
時
～
３
時
糸
岡
崎
豪
雨
災

害
を
振
り
返
っ
て
・
家
庭
で

の
防
災
を
考
え
る
　
　

月
５

１２

日
松
午
前
　

時
～
午
後
３
時

１０

糸
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
の
運
営
に
つ
い
て
　
　１２

月
　

日
掌
午
前
　

時
～
午
後

１３

１０

１
時
糸
防
災
フ
ェ
ア
へ
参
加

（
全
３
回
）

●
と
こ
ろ
　
知
立
市
福
祉
の

里
八
ツ
田
・
安
城
市
文
化
セ

ン
タ
ー

●
対
象
　
安
城
市
・
碧
南

市
・
刈
谷
市
・
知
立
市
・
高

浜
市
在
住
・
在
勤
の
人

●
定
員
　
　
人（
先
着
順
）

８０

●
申
し
込
み
　
　
月
５
日
昭

１１

か
ら
市
社
会
福
祉
協
議
会

（
緯〈
　
〉２
９
４
１
）へ

７７
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愛
知
県
唯
一
の
天
然
湖
沼

「
油
ヶ
淵
」に
浮
か
ぶ
葦
船
。

「
油
ヶ
淵
美
化
ネ
ッ
ト
」が
主
催

す
る「
油
ヶ
淵
葦
船
学
校
」で
作

ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
そ
の
中
心
人
物
が
、
城
ヶ
入

町
の
榊
原
し
げ
子
さ
ん
。
平
成

　
年
に
ビ
カ
ジ
ョ
ガ
リ
４
・
６

１６と
い
う
河
川
浄
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
仲
間
と
と
も
に
立
ち
上
げ
、

「
取
り
戻
そ
う
 碧
  海
 の
ふ
る
さ

あ
お
 
み

と
」を
合
言
葉
に
、
半
場
川
や

油
ヶ
淵
の
浄
化
運
動
に
取
り
組

ん
で
こ
ら
れ
ま
し
た
。
活
動
を

始
め
た
こ
ろ
は
、
自
転
車
、
家

電
製
品
、
家
財
道
具
な
ど
、
一

回
の
清
掃
で
ト
ラ
ッ
ク
一
杯
の

ご
み
が
出
て
い
た
そ
う
で
す
。

最
近
は
、
大
き
な
ご
み
は
減
っ

て
き
た
け
れ
ど
、
ビ
ニ
ー
ル
や

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
空
き
缶
な
ど

は
ま
だ
ま
だ
。

　「
葦
船
」に
取
り
組
ん
だ
き
っ

か
け
は
、
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス

ト
日
本
財
団
か
ら
環
境
貢
献
賞

を
受
賞
し
た
平
成
　
年
　
月
。

１９

１０

授
賞
式
で
出
会
っ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
カ
ム
ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

「
葦
船
学
校
」を
知
り
、「
こ
れ

だ
！
」と
ひ
ら
め
い
た
そ
う
で

す
。

　
昨
年
、
環
境
省
が
発
表
し
た

油
ヶ
淵
の
水
質
は
、
全
国
ワ
ー

ス
ト
　
位
。
依
然
と
し
て「
汚

１１

れ
た
湖
」の
イ
メ
ー
ジ
を
ぬ
ぐ

い
去
れ
て
い
ま
せ
ん
。
汚
れ
の

原
因
や
ご
み
は
、
上
流
の
市
街

地
な
ど
か
ら
や
っ
て
き
ま
す
。

人
間
は
、
と
も
す
れ
ば「
水
に

流
し
て
」忘
れ
て
し
ま
い
が
ち

な
も
の
。「
自
分
の
家
の
前
が
、

川
や
海
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ

と
を
意
識
す
る
の
が
美
化
へ
の

第
一
歩
」と
考
え
て
い
た
し
げ

子
さ
ん
。「
上
流
の
人
が
油
ヶ
淵

で
楽
し
く
葦
船
で
遊
ぶ
よ
う
に

な
っ
た
ら
、
そ
ん
な
意
識
が
広

が
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
し
ら
？
」

　
関
係
者
の
奔
走
の
お
か
げ
で
、

徐
々
に
賛
同
者
が
集
ま
り
、
葦

船
職
人
さ
ん
の
協
力
も
得
て
、

昨
年
の
第
１
号「
ふ
ち
ま
る
」に

続
き
、
今
年
は
、
油
ヶ
淵
の
葦

を
使
っ
た
第
２
号「
ふ
ち
ま
る

ジ
ャ
ン
ボ
」が
見
事
に
進
水
。

そ
ん
な
矢
先
の
９
月
、
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
中
心
だ
っ
た
し
げ
子

さ
ん
が
、
突
然
、
帰
ら
ぬ
人
と

な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

　
今
年
に
入
っ
て
入
退
院
を
繰

り
返
し
な
が
ら
、
最
後
の
入
院

の
直
前
ま
で
、
つ
え
を
つ
い
て

半
場
川
ク
リ
ー
ン
活
動
の
ご
み

分
別
の
指
揮
を
と
っ
て
い
た
し

げ
子
さ
ん
。
葬
儀
で
は
、
友
人

代
表
が
、
感
動
的
な
弔
辞
を
読

ま
れ
ま
し
た
。

　「
…
し
げ
子
さ
ん
。
半
場
川

の
流
れ
の
中
の
フ
ナ
や
コ
イ
が

見
え
ま
す
か
。
川
辺
の
そ
よ
風

に
な
び
く
ス
ス
キ
の
穂
が
見
え

ま
す
か
。
…
油
ヶ
淵
に
浮
か
ぶ

葦
船
が
二
そ
う
見
え
ま
す
か
。

…
み
ん
な
、
あ
な
た
が
命
を
か

け
て
守
ろ
う
と
し
た
ふ
る
さ
と

の
大
切
な
自
然
の
営
み
で
す
。

わ
た
し
た
ち
は
決
し
て
あ
な
た

の
志
を
忘
れ
ま
せ
ん
。
あ
な
た

が
守
ろ
う
と
し
た
も
の
を
、
皆

で
引
き
継
い
で
守
っ
て
い
く
こ

と
を
約
束
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
安

ら
か
に
お
眠
り
く
だ
さ
い
」

　
副
市
長（
環
境
政
策
担
当
）

山
田
　
朝
夫

　
駅
周
辺
に

放
置
さ
れ
た

自
転
車
は
、

歩
行
者
の
通

行
障
害
を
引

き
起
こ
し
た

り
、
街
の
美
観
を
損
ね
た
り
し
て

大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
放
置
自
転
車
を
な
く
す
に
は
、

利
用
者
一
人
ひ
と
り
の
協
力
が
必

要
で
す
。
自
転
車
駐
車
場
や
預
か

り
所
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

標
語
糸
困
り
ま
す
！
　
自
転
車
置

き
ざ
り
　
知
ら
ん
ぷ
り

■
自
転
車
駐
車
場
を
利
用
す
る
と

き
は

①
通
路
・
入
口
付
近
へ
の
駐
車
や

割
り
込
み
は
せ
ず
、
整
理
し
て

置
き
ま
し
ょ
う
。

②
場
内
に
係
員
が
い
る
と
き
は
指

示
に
従
い
ま
し
ょ
う
。

③
場
内
に
長
期
間
放
置
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。
放
置
さ
れ
て
い
る

自
転
車
な
ど
は
移
動
・
撤
去
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

④
自
転
車
に
は
、
必
ず
防
犯
登
録

を
し
、
盗
難
防
止
の
た
め
、
駐

車
す
る
と
き
は
二
重
に
施
錠
す

る
な
ど
し
ま
し
ょ
う
。

■
自
転
車
等
放
置
禁
止
区
域

　
Ｊ
Ｒ
安
城
駅
、
名
鉄
新
安
城
駅
・

南
安
城
駅
周
辺
は
「
自
転
車
等
放

置
禁
止
区
域
」
で
す
。
禁
止
区
域

内
の
道
路
や
歩
道
に
自
転
車
な
ど

は
放
置
で
き
ま
せ
ん
。
放
置
さ
れ

た
自
転
車
な
ど
は
、
即
日
移
動
さ

れ
、
返
還
に
は
１
台
１
０
０
０
円

の
移
動
費
用
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
移
動
日
か
ら
　
日
た
っ
て

６０

も
引
き
取
り
の
な
い
も
の
は
処
分

し
ま
す
。

■
自
転
車
の
処
分
は
正
し
く

　
不
要
に
な
っ
た
自
転
車
は
、
リ

サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
に
持
ち
込
む
か
、

粗
大
ご
み
処
理
券
を
購
入
し
て
処

分
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
公
共

の
場
所
に
捨
て
た
り
、
ご
み
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
に
置
い
た
り
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。

処
分
の
依
頼
糸
清
掃
事
業
所（
緯

〈
　
〉３
０
５
３
）

７６

葦
船
に
込
め
た
想
い

■問
▼
維
持
管
理
課

（
緯〈
　
〉２
２
３
７
）

７１

　
月
は
放
置
自
転
車

１１ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
月
間


